
第２学年 国語科の実践 

 

１ 単元名「お手紙」(全１１時間 本時８時間目) 

 

２ 単元目標 

 

 

 

 

３ 「ひびき合う三の丸の子どもたち」を目指すための指導の工夫 

 

 

 

 

 

 

＜聴く・話すについて＞ 

 「聴く」については、相手の話を聴くことの大切さに気づきはじめ、意識して聴こうとする子どもが増えてき

た。その中で、クラス全員が友達の話を聴き、その意見を大事にしてほしいため、聴き方に関する掲示をしてい

る。内容は、「目も、耳も、頭も、心も相手に向けて聴く」というものである。定期的にこの聴き方を子どもとと

もに確認したり、振り返ったりするようにしている。また、ただの聞くにならないように、反応をすること、も

う一度言えるようにすることなどを指導している。まだまだ全体とまでは言えないが、「そういうことか」や「つ

まり」などの言葉を使いながら、自分の中に落とし込んで聴こうとする姿が見られることがある。しかし、相手

が何を伝えたいのか考えながら最後まで話を聴くという点については、今後も指導が必要である。 

 「話す」については、多くの子どもが話すことに前向きであるが、なかなか話せず、黙ってしまう子もいる。

人前に出て話すことに抵抗感がある子どももいるため、ペアトークを適宜行い、話すことに慣れる指導を行って

いる。その際には、話し始めるときに「お願いします」話し終えたときは「ありがとうございました」と言うこ

とや、「まず、次に、最後に」などの順序を表す言葉を使うなど、話すことに関しての基本的なことができるよう

に指導している。また、よい話し方をしている子どもを積極的に褒め、周りも意識できるようにしているところ

である。今では、多くの子どもが、順序を表す言葉を使って説明できるようになってきている。今後は、自分が

何を伝えたいのかを明らかにすることや、分かりやすく伝える方法についても指導していきたいと考えている。 

 

＜これまでの関わり合い・ひびき合い＞ 

 これまでの学習の中では、友達の意見や考えに対して、「付け足しがあります」や「別の意見があります」など

という声が上がることが増えてきた。今後は、教師の指名での発言ではなく、子どもたち同士が話し合いを作っ

ていく形を取っていきたいと考えている。また、問題について自分で考えた後に、自ら進んで友達と考え方を共

有したり、困っている友達にヒントを出したりと、積極的に関わろうとする姿が見られることが多くなってきた。 

 国語科の物語教材としては、「ふきのとう」「スイミー」を学習してきている。どちらの学習においても、教師

側で学習課題を設定し、その学習課題を解決するためにどのようなことに気をつけて物語を読んでいったらよい

かということを、子どもとともに考えてきた。「ふきのとう」では、音読劇に向けての練習の中で、「もっとこう

した方がいいよ」「こう読んだ方が合っているんじゃないかな」など、各グループで話し合う姿が見られ、互いに

〇場面の様子や、登場人物の心情を想像しながら読み、物語を楽しむことができる。 

〇登場人物の行動や心情について考えたことを友達に伝え、違いを比べることができる。 

研究課題 「子どもたちが解決したい問題をもち、友だちとひびき合いながら学習する子どもの育成」 

手だて・・・子どもの思いや願いを見とった単元構想と授業づくり 

ブロックテーマ・・・「感じる心、素直に表現する自分」 

         ・人の言動に何かを感じる姿  

・自分の思いや他者からの刺激を受け止め、素直に表現する姿 



意見を出し合いながら音読劇を成功させることができた。「スイミー」では、「作者が伝えたかったことを考えよ

う」を学習課題とした。この学習課題を解決するために子どもたちは、叙述をもとにスイミーの行動や気持ちを

読み取ってきた。発表の際には、互いの考えを尊重しながら、作者が伝えたかったことについて話し合う姿が見

られた。このような中で、互いの考えや意見にひびき合いながら学習を進めていこうとする姿が徐々に育ちつつ

あると感じる。 

 

４ 単元と指導 

＜単元について＞ 

 本単元は、学習指導要領第１学年及び第２学年「C読むこと」の指導項目「ア 時間的な順序や事柄の順序など

を考えながら、内容の大体を捉えること。」「ウ 文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。」「オ 文章の内

容と自分の体験とを結び付けて、感想をもつこと。」「カ 文章を読んで感じたことや分かったことを共有するこ

と。」にあたる。 

 本教材「お手紙」のあらすじとしては、お手紙を一度ももらったことがないために不幸せだというがまくん。

それを聞いたかえるくんは、がまくんに手紙を書いて、かたつむりくんに届けてくれるように依頼する。がまく

んの家で一緒に手紙を待つことにするが、いつまでたっても手紙が届かない。いらいらして待つかえるくんは、

とうとう手紙を出したことをがまくんに言ってしまう。それを聞いたがまくんは、感激して幸せな気持ちになる。

ふたりは幸せな気持ちで玄関に座ってお手紙を待つ。四日たってやっと届いたお手紙にがまくんはとても喜ぶ。 

といったものである。 

 この物語は、四つの場面で構成され、会話文を中心として構成されているのが最大の特徴である。登場人物が

三人と少なく、会話文が続く場面においても、前後の「～が言いました。」という叙述により、誰が発した言葉か

捉えることが容易である。また、かえるくんやがまくんの人物像や登場人物同士の関わりは、二年生の児童にと

って親しみをもって楽しく読み進めることができる。場面ごとに挿絵も多く使われており、場面の移り変わりや、

人物の行動の様子、心情の変化などを絵から読み取る楽しさを味わうこともできる。 

 

＜指導について＞ 

子どもたちにとって、考えてみたい・話し合ってみたいと思えるような授業づくりのため、初発の感想から子

どもたちが解決したい問題を作っていきたい。そのために、全文範読や音読をしたり、登場人物、あらすじの整

理を丁寧に行ったりしていく。初発の感想では、「面白かったところ」「いいなと思ったこと」「不思議に思ったこ

と」「よかったところ」「みんなと話し合ってみたいこと」「友達に聞いてみたいこと」などの視点を中心に書くよ

うにしたい。その中で、「がまくんが悲しくてかわいそう」「かえるくんが手紙を出して優しい」「何でかたつむり

くんに頼んだのだろう」といったような感想がでることが予想される。そのため、がまくんとかえるくんの心情

や気持ちの変化について対比して考えるようにしたい。この対比して考える場面として、物語序盤の二人の悲し

みの違い、はじめとおわりの挿絵の変化、がまくんの家での二人の様子などが該当すると考えられる。また、お

手紙を届けることをかたつむりくんに頼んだことで、二人の間に幸せな時間が流れることになったということを

気づかせたい。 

本時で子どもたちが解決したい問題は、どうしてかえるくんは、がまくんにお手紙を書いたことを言ったのか

なである。これまで読み取ったことや、叙述に基づいて考えたり想像したりできるようにする。子どもたちは、

今までの読みから、がまくんが手紙が来なくて悲しい気持ちが続いていること、かえるくんは手紙がまだ来ない

のかとそわそわしていることに気づくはずである。このことから、意図的にがまくんにお手紙を書いたことを言

ってしまったのか、それとも意図せずたまたま言ってしまったのか考えるようにする。 

ひびき合いの姿としては、叙述をもとに登場人物の行動や気持ちを考え、意見交流をする中で、自分と友達の

考えを比べることができる姿としたい。物語を読む際には、叙述をもとに考えていくことを年度初めから継続し



て指導している。本単元においても、登場人物の様子や気持ち、起こった出来事、がまくんとかえるくんの変化

について、叙述を根拠として考えていきたい。また、前時までの学習をいつでも振り返ることができるように、

学習の足跡を掲示するとともに、子どもたちの意見を書き留めたり、教師からの切り返しをしたりして、意見を

全体で共有できるようにしていく。各学習時間では、ペアトークや全体交流をする時間を設けるようにする。そ

の際、叙述に基づいているか、友達と自分の考えを比べるということを、話し合いの視点として示す。その中で、

登場人物の変化、自分と友達の考えの変化に気づけるよう、学習を進めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 単元構想 第２学年 国語科 登場人物の気持ちや行動を比べて読み、友達に伝えよう「お手紙」 

 

 



６ 本時について 

(１) 本時目標 叙述をもとに、かえるくんがお手紙を書いたことをがまくんに言った理由について考えること

ができる 

(２) 本時展開 

７ 実践を終えて 

 この単元では、子どもたちの初発の感想をもとに学習問題を作った。子どもたちは、物語の時間の流れを意識

しながら学習問題を解決しようとしていた。その際、叙述に基づいて考えようとしたり、友達同士で集まり意見

交流をしたりする姿も見られ、友達によって考えに違いがあることに気づくことができた。 

本時の課題である「どうしてかえるくんは、がまくんにお手紙を書いたことを言ったのかな。」については、子

どもたちが初発の感想で考えたいと思った問題である。どうしてお手紙が届くまで待てずに言ってしまったのか

ということについて、多くの子どもたちが疑問に思い、様々な意見を出し合いながら学習を進める中で、各々の

考えをもつことができた。そのため、子どもの解決したい問題であったと考えられる。 

 

(成果と課題) 

【成果】 

・意欲的に自分の考えを相手に伝えようとしており、様々な考えに触れる中でひびき合う姿が見られた。 

・解決したい問題について、多くの子どもが叙述をもとにして考えることができていた。 

・教師が意図的にグルーピングを行い、意見交流を行ったことで、全体交流の前に様々な考えに出会うことがで

きた。 

【課題】 

・意図的にグルーピングを行う意見交流が今回初めてだったため、子どもの中に戸惑いが生まれ、落ち着かない

環境になってしまった。 

・子どもの中に「かえるくんは友達思いの優しい人物」という考えがすでにあり、本時で気づかせたかった考え

と重複していた。 



・子どもから質問が出た際、みんなで考える時間を取った。しかし、考えを深める中で話が逸れていくことがあ

ったので、子どもに問い返すか否かの判断が必要であった。 

・ノートに自分の考えを書いたが、子どもによって差があったため、個別の支援が必要であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


